
平成２７年度宮崎大学教育文化学部「新入生オリエンテーション」が、４月６日（月）
行われました。開会行事で緒方会長があいさつされることで、前田副会長とともに開会
行事に参加してきました。当日は、午前中は学部全体のオリエンテーションで、午後か
らは学校教育課程と人間社会課程とに分かれてのオリエンテーションが行われました。
開会行事の様子をお伝えいたします。

【 おびただしいオリエンテーションの資料 】

【 添田 佳伸 学部長のあいさつ 】

心構えとして「自分で考えて、自分で判断・行動すること」
１．高校時代のように HR 担任からの指示や連絡等で動くのではなく、
掲示、またはWeb上の情報をもとに行動する。
「知らなかった、見ていない」は理由にならない。

自己責任が伴うことを肝に銘じて欲しい。

２．自由に遊んでもよいが、警察と消防のお世話にならないように。

１８歳から２０歳になるわけだが、酒も飲めるようになるし、

選挙権も出てくる。国民年金の支払い義務も出てくる。

権利と責任の関係を自覚してほしい。

３．サポート体制も大学にはあるので利用してほしい。

一人で悩み等抱え込まないように。

【 緒方 明夫 木犀会会長のあいさつ 】

１．木犀会の意味は過去の学生が長い夏休みの後、木犀の花のふくよ

かな香りに癒され、新しい活力を得ることができたところから、

命名された。

２．木犀会の方針は、母校の発展を願うことである。

そのため社会と大学の架け橋となり、働くことの意味、教師を目指す

学生諸君への支援を行います。大学生活とは、実社会から働くことを

猶予された時代と捉えていただきたい。ぜひ HPを開いて欲しい。

新入生の緊張した着席の態度と希
望に満ちた真剣なまなざしを見て、
『若いっていいなあ』と感じた次
第です。
木犀会の学生支援のあり方を工夫
することが望まれます。会員の皆
様の知恵・情報をお願いします。
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